
































































































































ムの中で赤十字講習が果たす役割を模索したので報告する  【活動の内容】 平成２６年
より次世代型地域包括ケアシステムの中の行政・地域包括支援センター・社会福祉協
議会・子育て支援センター・学校等関係機関に対して支部と広報活動を行った。（種
まき） また、病院の赤十字講習指導員が身近な窓口として、赤十字講習開催の相談に
対応し支部につないだ。【効果】顔が見える関係作り・信頼関係ができ、様々な形の
講習依頼が増えた。【活動の結果】平成２９年の石巻赤十字病院指導員の救急法等の赤
十字講習の指導数は、８５回。内石巻市は７１回。受講者数は全体で２５３１人。石巻市
の受講者は２０４４人となった。石巻市の特徴は、震災の影響による厳しい環境の中の
新しい街づくりと次世代型地域包括ケアシステムの構築が平行して行われている事
である。全世代に向けた赤十字講習は、自分の地域や事業に合わせながら、選択でき、
使うことが出来る。地域のニーズに対応する事で赤十字講習を身近に感じ、住み慣
れた地域で暮らす事を目標に地域のつながりを強め、自助・互助を育む。赤十字の
使命をつなぎ、地域のニーズにあわせて、次世代型地域包括ケアシステムの中で「活
用される赤十字講習」を常に模索し、時代を見据えて赤十字講習の果たす役割と価値
を創造していきたい。
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地域包括ケア病棟を中心とした訪問看護への取り組み
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滋賀県西部に位置するA病院は１５０床のケアミックス型の病院である。平成２６年１０
月に一般急性期病棟を地域包括ケア病棟に編成した。MSW１名、退院支援部門のな
い中で病棟スタッフが自ら退院支援できるように教育し、受け持ち看護師が中心と
なり在宅復帰率９０％以上、在院日数６０日以内に退院するという条件を100％達成で
きている。平成30年度の診療報酬改定にあたり、一般病棟７：１を10：１に変更する
と同時に介護保険における訪問看護の導入を目指した。本来は、24時間体制の訪問
看護ステーションの設立を目指したいが、困難な課題が多々ある中、当院が今でき
る事は何かを考え地域包括ケア病棟の役割拡大に着眼した。地域包括ケア病棟では
以前より退院前・退院後訪問を行い、在宅看護の具体的なイメージや手法を学び医
療機関に戻ってから効果的な退院支援に繋げている。そこで対象者をA病院から退
院する患者で、初めて介護保険を導入する患者と限定した。このことは、入院中に
信頼関係を構築されたスタッフが訪問することで、介護保険のサービスを抵抗なく
受け入れることへと繋がった。当地域は、高齢化率30％であり独居・老々介護等の
問題を抱えている現状に対し『医療機関から在宅・在宅から医療機関』と橋渡しの役
割を果たして行けるのではないかと考える。また対象者を限定したことで、地域の
訪問看護ステーションとの役割を明確化でき「看看連携」を図ることが出来たのでそ
の経過を報告する。
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